
編
集
後
記

入
学
試
験
の
実
施
と
卒
業
式
の
凖

備
を
控
え
た
学
園
二
月
の
テ
】
マ

は
、
,
ま
た
、
す
ぎ
ゆ
く
一
学
年
の
反

省
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
。
本
号
が

「
一
貫
教
育
の
問
題
」
を
、
再
び
こ
こ

に
と
り
あ
げ
た
の
も
こ
の
た
め
。

一
貫
教
育
と
い
う
こ
と
ぱ
が
、
宮

井
教
授
の
需
の
よ
う
に
「
全
学
園

の
ナ
シ
,
ナ
リ
ズ
ム
を
藹
歌
す
る
た

め
に
使
わ
れ
た
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学

校
単
位
の
全
体
に
対
す
る
帰
属
嘉

を
剌
戟
す
る
た
め
の
標
語
」
で
あ
っ

て
は
な
ら
な
い
し
、
ま
た
こ
の
問
題

を
学
内
進
学
と
す
り
か
え
て
は
い
け

な
い
。
学
園
内
に
お
け
る
教
科
別
の

教
育
計
画
の
吟
味
か
ら
出
発
す
る
課

^
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

呉

毎
日
新
聞
、
岩
田
記
者
の
さ
り
げ

な
い
、
し
か
も
卒
直
な
「
同
志
社
へ

の
二
、
三
の
苦
言
」
に
は
、
同
志
社

に
対
す
る
温
か
い
忠
言
と
、
関
係
者

の
勇
猛
心
を
ふ
る
い
た
た
さ
れ
る
も

の
が
あ
る
。

「
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
の
美
し
さ
を
持

ち
な
が
ら
、
そ
の
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
は

灰
の
巾
に
埋
も
れ
て
い
る
感
が
な
き

に
し
も
あ
ら
ず
で
あ
る
」
と
。
居
心

地
の
よ
い
環
境
に
初
期
の
開
拓
精
神

を
失
う
こ
と
な
く
、
一
国
の
教
育
を

お
こ
す
た
め
に
同
志
社
の
気
呪
」

い
ま
い
ず
こ
や
と
い
う
チ
ャ
レ
ン
ヂ

の
一
易
巣
で
も
あ
る
。

晶

嶋
田
教
授
に
ょ
る
人
物
誌
「
中
島

重
」
の
貴
重
な
一
文
を
掲
げ
る
こ
と

が
で
き
九
。
神
に
お
け
る
共
同
社
会

を
目
指
し
六
「
社
会
的
キ
リ
ス
ト
教
」

の
中
心
的
な
思
想
家
、
中
島
重
の
存

在
は
、
同
志
社
の
思
想
史
上
見
逃
す

こ
と
の
で
き
な
い
存
在
。
先
生
が
こ

の
学
園
を
去
っ
て
三
十
有
九
年
。
し

か
し
、
そ
の
思
想
と
精
神
は
い
ま
も

な
お
、
学
園
の
地
下
水
と
な
っ
て
流

れ
て
い
る
。
晶

禾
解
放
部
落
の
伝
道
と
教
会
形
式

の
た
め
江
働
く
東
岡
牧
師
も
ま
た
中

島
門
下
の
一
人
と
い
う
べ
き
か
。

「
弱
い
者
、
劣
っ
た
者
、
無
力
な
者
に

こ
そ
神
の
力
は
注
が
れ
て
偉
大
な
者

(
1
)

と
さ
せ
ら
れ
る
」
。

晶

一
貫
教
育
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

に
、
学
内
の
十
数
氏
か
ら
回
答
を
い

た
だ
い
た
。
こ
の
中
に
は
い
く
つ
か

の
具
体
的
な
提
案
が
見
ら
れ
る
。
語

学
研
究
セ
ン
タ
ー
の
設
置
、
中
一
局
校

教
員
の
交
流
の
問
題
、
中
学
↓
大
学

の
カ
リ
キ
ユ
ラ
ム
の
統
一
の
問
題
、

同
志
社
教
育
の
実
態
を
把
握
す
る
た

め
の
教
育
白
書
の
必
要
性
な
ど
。

数
年
前
に
作
ら
れ
た
「
一
貫
教
育

研
究
委
員
会
」
も
、
こ
の
際
、
冬
眠

か
ら
さ
め
て
、
こ
れ
ら
の
問
題
に
取

組
ん
で
ほ
し
い
も
の
だ
(
Z
)

編
集

(
順
)
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青
木
正
太
郎

厚

生
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造

前
芝
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泰
世

ム

全

仁
井
国
雄
西
邨
辰
三
郎

小
野
則
秋
榊
原
胖
夫

園
部

志
賀
英
雄

杉
田
荘
作

一
局
山

ノ

辻
橋
三
郎
山
本
通
夫

同
志
社
時
報
の
読

0
 
申
込
先

京
都
市
上
京
区
鳥
丸
今
出
川
東
入

同
志
社
時
報
編
集
部

振
替
口
座
京
都
四
0
0
一
番

0
蕊
鷲
一
"
"
露
朋
)
 
i

0
 
住
所
氏
名
と
校
友
・
同
窓
・
八
X
兄
の
別

を
記
し
て
お
申
込
み
下
さ
い
。

自
昭
和
四
十
二
年
十
月

至
昭
和
四
十
一
年
十
.
月

同
志
社

学
校
法
人

詞
ゞ
鄭
'
十
資
周
^
寄
付
者
芳
名
靈
干
八
恕

一
日

一
十
一
日

同
志
社
時
報
(
第
二
+
九
号
)

定
価
一
部
百
円

編
集
人

発
行
人

発
行
所

学
校

同
志
社

法
人
侃
話
川
一
三
二
一
番

鈴
木
正
三

印
刷
人

日
本
写
真
印
刷

印
刷
所

株
式
会
社

昭
和
四
十
三
年
三
月
十
日
印
刷

昭
和
四
十
三
年
三
月
十
日
発
行

募
金
・
募
債
額

訳募
金
額

募
債
額

☆

(
寄
付
申
込
額
第
二
十
八
回
発
表
)

合
計
金
七
百
四
拾
八
万
六
千
四
百
拾
弐
円

寄
付
申
込
件
数
一
三
五
件

(
昭
和
四
十
二
年
十
二
月
二
十
一
日
現
在
)

☆

募
金
に
対
す
る
寄
付
申
込
額

累
計
金
八
億
弐
千
七
百
八
拾
五
万
弐
千
九
拾
七
円

寄
付
申
込
件
数
一
四
、
七
八
三
件

(
昭
和
四
十
二
年
十
二
月
三
十
一
日
現
在
)

☆

募
債
金
五
億
円
(
昭
和
三
十
六
年
八
月
二
十
ニ
ョ
満
額
)

金
拾
五
億
円内

金
拾
億
円

金
五
億
円

秦生

島
孝
τ士t

治

郎造



寄
付
者
一
方
名
(
笋
下
八
回
発
ぎ

自
昭
和
四
十
二
年
十
月
一

至
昭
和
四
十
二
年
十
二
月
.
二
十

金
壱
百
万
円
大
日
本
上
木
株
式
会
社

取
締
役
社
長
安

金
参
拾
万
円
日
新
製
綱
株
式
会
社

代
表
取
締
役

金
参
拾
万
円
宇
部
興
産
株
式
会
社

取
締
役
社
長

金
弐
拾
万
円
宇
部
サ
イ
コ
ン
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長
俵
田
寛
夫
殿

金
壱
拾
万
円谷
伸
銅
株
式
会
社

取
締
役
社
長
一
谷
作
太
郎
殿

竹

金
壱
拾
万
円
株
式
会
社
松
菱
(
追
加
)

取
締
役
社
長
谷

京
者
村

梅
吉
殿

田

岡
田

取
締
役
社
長
槌
橋
淳
秀
殿

金
壱
拾
万
円

金
壱
拾
万
円
丸
三
株
式
会
社

取
締
役
社
長
荻

金
壱
拾
万
円
株
式
会
社
八
代
仁

代
表
取
締
役

安
閑
一
殿 殿

金
壱
拾
万
円
大
阪
商
船
三
井
船
舶
株
式
会
社

取
締
役
社
長
福
田
久
譜
殿

金
壱
拾
万
円
大
塚
製
薬
株
式
会
社

代
表
取
締
役
大

金
壱
拾
万
円
弘
栄
貿
易
株
式
会
社

金
壱
拾
万
円
株
式
会
社
山
本
本
家

取
締
役
社
長
山
本
源
兵
衛
殿

肇
殿

和
夫
殿

金
壱
拾
万
円
株
式
会
社
谷
酒
造
本
店

代
表
取
締
役
谷

金
五
万
円

金
五
万
円

金
五
万
円株
式
会
社
巴
川
製
紙
所

取
締
役
社
長
篠

大
阪
岡

金
壱
拾
万
円
北
川
酒
造
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

金
壱
拾
万
円

京

金
壱
拾
万
円
高
木
製
材
製
函
株
式
会
社

代
表
取
締
役
高
木
万
三
殿

金
七
万
八
千
九
百
八
拾
円
ム
,
湾
公
口
中
校
友
代
表
)

郭
頂
順
殿

耕
司
殿

金
五
万
円

金
五
万
円
(
追
加
)

近
藤
繊
維
工
業
株
式
会
社

取
締
役
社
長
近
隱
憲
司
殿

蔵
殿
雄
殿
弥
殿

正
上
殿

大
河
内
三
郎
殿

井
寿
美
子
殿

口
一
彦
殿

谷
弼
殿

尻
恭
子
殿

金
壱
万
円

金
壱
b
円

金
壱
万
円

金
壱
b
円

金
壱
万
円

金
五
万
円日
本
郵
船
株
式
会
社

取
締
役
社
長

東
京

山
為慎太

小
幽
義
雄
殿

奥
山
雄
:
殿

.
項

安
彦
殿

叫
渡
辺
公
嗣
殿

有
賀
政
之
進
殿

磯
部
安
男
殿

坂
野
俊
犬
殿

四
柳
栄
:
殿

吉
殿
郎
殿

金
五
万
円

金
五
万
円側
横
河
電
機
製
作
所

取
締
役
社
部

同
志
社

久
雄
殿

田
鐐
殿

本
善
一
郎
殿

八
代
仁
兵
衛
殿

金
参
万
円株
式
会
社
正
文
堂

代
表
取
締
役

京
都

治
郎
殿

五
郎
殿

金
五
万
円

金
五
万
円

金
参
万
円

金
参
万
円真
美
印
刷
株
式
会
社

代
表
取
締
役

広
島
示
都

大
典
殿

忠
男
殿

之
助
殿

利
喜
殿
治
殿

庸
三
殿

幸
男
殿

新
房
長
田

金
四
万
壱
下
円

協
和
銀
行
同
志
社
会

杉
山
茂
生
殿

清
水
俊
.
二
殿

柏
木
貞
二
郎
殿

西
本
文
夫
殿

平
野
健
男
殿

矢
田
良
介
殿

日
本
放
送
協
会
国
際
局
欧
米
部
殿
満
殿

岡
山
四
山

兵
庫
森
本
行
雄
殿

京
都
田
端
秀
一
一
殿

(
追
加
)
山
口
木
村
一
夫
殿

(
追
加
)
同
志
社
聾
代
泰
三
殿

金
弐
万

金
弐
万
円

金
弐
万
円

金
弐
万
円

金
弐
万
円

金
弐
万
円

金
弐
万
円

金
弐
万
円

金
弐
万
円

金
弐
万
円

金
弐
万
円

金
弐
万
円

金
壱
万
五
千
円

金
壱
万
弐
下
U

愛
知
東
京
長
野

同
志
社

一
.
重

同
志
社

愛
知
東
京
福
岡
三
重
新
潟

同
志
社

京
都

(
追
加
)京
都

金
壱
万
弐
下
円
(
追
加
)京
都

同
志
社

(
追
加
)
大
阪

同
志
社

喜
久
枝
殿

亮
一
殿

仁
一
殿

万
次
殿

昭
一
殿

幸
男
殿

一
徳
殿
修
殿

正
明
殿

一
郎
殿

哲
宗
殿

凱
子
殿

村立
花
キ
ク
殿

垣
勉
殿

東
和
子
殿

」
田
福
富

金
参
万
円

金
参
万
円

金
参
万
円帝
国
ヒ
ス
ト
ン
リ
ン
グ
株
式
会
社

取
締
役
社
長
三
上
寿
一
殿

広
鳥
一
郷
照
枝
殿

大
阪
山
科
新

福
岡
飽
田

滋
賀
平
柿
繁

茨
城
人
森
武

愛
知
加
峡
賢

兵
庫
伊
佐
戈
道
夫
殿

本
正
チ
殿

山

弥
殿
夫
殿

フ
ラ
ン
ス
ベ
ッ
ド
株
式
会
社
殿

田
三
田

完
殿

邦
彦
殿

田

ハ
ニ
殿

一
郎
殿

金
弐
万
円

金
弐
万
円

金
弍
万
円

金
弍
万
円

弐
万
円

金
弐
万
円

金
弐
万
円

耿
殿
信
殿
利
殿
輝
殿

中
江
義
雄
殿

安
部
泰
竜
殿

西
村
敏
彦
殿

中
村

谷
西水田岡田村

本
崎田
宇
部

金
壱
刀
円

金
壱
万
円

金
壱
万
円

金
壱
万
円

金
壱
万
円

金
壱
万
円

金
壱
万
円

金
九
千
円

金
六
下
円

金
六
千
円

金
六
千
円

金
六
千
円

金
六
千
円

金
六
千
円

金
六
千
円

金
五
千
円

金
五
千
円

金
五
千
円

金
五
千
円

金
五
千
円

金
五
千
円

金
五
千
円
(
追
加
)

金
五
千
円

金
五
千
円

金
五
千
円

金
五
千
円

金
五
千
円

金
壱
万
円

金
壱
b
円

金
壱
万
円

金
壱
万
円

香

川

同
志
社

伺
志
社

伺
志
社

同
志
社

石戈
本

(
追
加
)
京
都

京
都

(
追
加
)
京
都

京
都

(
追
加
)
京
都

(
追
加
)
京
都

(
追
加
)
京
都

京
都

(
追
加
)
同
志
社

伺
志
社

同
志
社
永

同
志
社

同
志
社

同
志
社
野

京
都
百

同
志
社
岡

(
追
加
)
同
志
社
西

同
志
社

同
志
社

同
志
社
伊

二雄治浩吾
殿殿殿殿殿

陵広中

岡野村

義治宅

文彦谷
殿殿殿

山佐

藤

新谷西岡

田村本

義譲善

治勇治八
殿殿殿殿

塚^野^田

山,司
田田

岡昭森田浅神光鈴山山田山緒

口本沢本、法木田田中見谷

る
千重俊凖尭佐篤貞

結義一雄利
殿殿殿殿殿殿

稲小

雫阪林
口
木
郁

毅一夫
殿殿殿

敏義

山川 房増清今気姜出袴大国日竹塩侘坂亀

口田槻松本
新

好智辰武辰

雄雄社英口江

殿殿殿殿殿殿殿

桜友
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中

久文富

村

都

野北

田川

疾仙

儀

臼日

静新

岡潟

中平増有

井吉



金
五
千
円

金
五
千
円

金
五
千
円

金
五
千
円

金
五
千
円

金
五
千
円
(
追
加
)

金
五
千
円
(
追
加
)

金
五
千
円

金
五
千
円

金
五
千
円

金
五
千
円

金
五
下
円

金
五
千
円
(
追
加
)

金
五
千
円

金
五
千
円

金
五
千
円

金
五
千
円

金
五
千
円

金
五
千
円

金
参
千
円

金
参
下
円

企
参
下
U
 
(
追
加
)

金
参
下
円

金
参
下
門

金
参
下
円

金
参
下
円

金
参
下
円

同
志
社

同
志
社

伺
志
社

同
志
社

同
志
社

同
志
社

伺
志
社

同
志
社

京
都
京
都
京
都

同
志
社

同
志
社

同
志
社

同
志
社

同
志
社

同
志
社

同
志
社

一
宗
割

(
追
加
)
京
都

」
庁
都

」
"
小
都

京
都

」
昂
都

京
都
寸
都

(
追
加
)
京
都

厚
子
殿

友
孝
犬
殿

武
殿

野西
消
和
殿

田
悦
十
殿

国
松
要
人
郎
殿

築
柴
善
治
郎
殿

矢
田
仁
夫
殿

奥
村

透
殿

火
原
正
次
殿

井
口
陽
手
殿

大
鉢
忠
殿閏殿

沢
田
石
橋
美
治
殿

長
崎
淑
子
殿

坂
田
吾
郎
、
美
枝
殿

金
参
下
円

金
参
千
円

金
参
千
円

金
参
千
円

金
参
千
円

金
参
千
円

金
参
千
円

金
参
千
円

金
参
千
円

金
参
千
円

金
参
千
円

金
参
千
円
(
追
加

金
参
千
円

金
参
千
円

金
参
千
円

金
参
千
円

金
参
千
円

金
参
千
円

金
参
千
円

金
参
下
円

金
参
千
円

金
参
千
円

金
参
千
円

金
参
千
円

金
参
千
円

金
参
千
円

金
参
下
円

京
都

竹

村

京
都
木

大
阪
吉
岡

京
都
京
都
京
都

山
本
政
次

亀
星
亀
三

京
都

(
追
加
京
都

西
田
幸

京
都

福
井
さ

京
都

山
内

京
都

田

京
都
京
都
京
都
京
都
京
都
京
都
京
都
高
梨
一

京
都
吉
成
尭

京
都
京
都
京
都
京
都

同
志
社

同
志
社

京
都
森

京
都
加
納
広
太

中
定
雄
殿

丑
之
助
殿
子
殿

、
ミ
ナ

子
殿
と
殿

日
本
画
一
点

(
見
秘
金
額
金
七
万
円
)

京
都
池
田
真
澄
殿

京
都
岡

金
参
千
円

京
都
並

金
参
千
円

金
参
千
円
(
追
加
)
京
都
三

京
都
佐

金
参
千
円

京
都
井

金
参
千
円

京
都
家

金
参
千
円

京
都
山

金
参
下
円

金
参
下
円
(
追
加
)
京
都
奥

京
都

金
参
千
円

コF

京
都
大

金
参
千
円

京
都
斎

金
参
下
円

京
都
山

金
参
千
円

京
都
岩

金
参
千
円

京
都
藤

金
参
千
円

金
弐
千
六
百
九
拾
弐
円
五
拾
銭

台
湾
蕭

金
弐
千
六
百
九
拾
弐
円
五
拾
銭

台
湾
林

京
都
長

(
追
加
)
京
都
岡

京
都
松

京
都
細

京
都
神

京
都
高

東
京
増

京
都
杉

京
都
橋

平
断
与
惣
右
稍
門
殿

松
岡
捨
次
郎
殿

正
堺

忍
殿

末
沢

実
殿

郎
殿
雄
殿
き
殿
玲
殿

金
弐
千
円

金
弐
下
円

金
壱
下
五
占
吋

金
壱
下
参
百
円

金
壱
下
弐
丙
円

鳥負

本
定

金
壱
下
円

金
壱
下
円

H本
英

金
壱
千
円

男
殿

本
陸

金
壱
下
円

京

井
す
ぎ

了
投

金
壱
下
円

次
殿

』
正

金
壱
下
円

垣
浄
之

啼
女

一
」
、

金
壱
下
円

'
.

尾
欣

市
殿

金
壱
下
円

一
】
、匁

市
発
太

良
殿

金
壱
千
円
(
追
加
)
京

一
旦

進
殿

京

金
壱
下
円

金
八
百
九
拾
七
円
五
拾
銭

淮
殿

演

台
湾
黄

金
八
百
九
拾
七
円
五
拾
銭

震
殿

台
湾
帳

啓

余
八
百
九
拾
七
円
五
拾
銭台
湾
陳
家
樵
殿

金
八
占
九
円
ヒ
円
五
拾
銭台
湾
郭

在
麟
殿

金
八
百
九
拾
ヒ
η
五
拾
銭

栄
品
殿

台
湾
黄

同
志
社
校
友
会
東
京
戈
部
殿

京
都
村
岡
健
吉
殿

正
殿

隱
喜

日
本
画
一
点

(
見
稙
金
額
金
七
万
円
)

京
都
辻

右
殿
郎
殿
一
殿
助
殿

正
子
殿

'
長

島
正
島
桝
野
鍵

(
見
稙
金
額
金
五
万
円
)

京
都
森

・
陶
磁
一
点

(
兄
積
金
額

金
弐
千
円

金
弐
千
円

金
弐
下
円

金
弐
千
円

金
弐
千
円

金
弐
千
円

金
弐
千
円

金
弐
千
円

金
弐
千
円

一
一
殿

吉
殿
一
殿

子
殿
子
殿
好
殿

平
殿
造
殿
重
殿
栄
殿
造
殿
三
殿
さ
殿

前
佐 本

博
本
政
井
ふ

郎
殿

金
五
百
円

金
五
百
円

金
参
百
円

(
現
物
寄
付
)

日
本
画
二
点

(
見
積
金
額
金
参
拾
七
万
円
)

京
都
中
瀬
綾
子
殿

日
本
画
一
点

谷
川
重

示
都
村

塁
子
殿

仁
慈
殿

郎
殿

金
五
万
円
)

京
都
浅
ι
五
郎
助
殿

・
汗
画

田
静
二

村
峯
井
俊

・
陶
磁
一
点

(
兄
積
金
額

俊
山
殿

山

尭
殿
台
皮

田
新
太

木
順澄

川

夫
百
八
拾
弐
内

金
五
百
円

U
本
画
一
点

(
見
桜
金
額
金
多
拾
万
」
)

株
式
会
社
大
林
組

取
締
役
社
長
大
林
芳
郎
殿

日
本
画
二
点

(
見
積
金
額
金
弐
拾
七
万
円
)

京
都
磯
田
又
一
郎
殿

男
殿
弘
殿

木
荘
之

、
カ原
勝

本
美
佐

良
殿
一
殿

子
殿

金
参
拾
五
万
円
)

京
都
楠
部
弥
弌
殿

郎
殿

祐
殿
男
殿
美
殿
子
殿

(
見
積
金
額
金
拾
参
万
五
千
円
)

同
志
社
秦
孝
治
郎
殿

日
本
画
一
点

(
見
積
金
額
金
壱
拾
万
円
)

東
京
松
本
喜
美
子
殿

・
洋
画
一
点

(
見
桜
金
額
金
弐
拾
万
円
)

日
本
画
一
点

(
見
積
金
額
金
壱
拾
万
円
)

ん

京
都
大
日
躬
世
.
子
殿

.
陶
磁
伺
蔦
キ
龜
念
、
業
、
燕
鼠

(
見
積
金
額
金
壱
拾
万
円
)

京
都
浅
見
隆
三
殿

小
ネ
淌

"
本
画
一
点

(
兄
秘
金
額
金
拾
八
万
円
)

京
都
田

口
本
画
一
点

(
見
積
金
額
金
拾
五
万
円
)

京
都
六
聖
寺
門
跡
殿

.
Ⅱ
1

見
積
金
額
金
八
万
巴

京
都
荒
木
絢
子
殿

上

四
点

都都

西古

82

山杉森河

代本地
茄

津刀正
十造平巴
殿殿殿殿

都都

JJ{ jj{牙{

代

都都都都

堀広木細巾

江田村見川

民静義繁悦

本西沢治谷河田
正治弘

治一豊雄清清勇
殿殿殿殿殿殿殿

1何

殿殿

都都都都本

"

占
'、、、

■■^■■J^■■^

県示尿

山福鈴

本田木

源順

蔵吉郎郎
殿殿殿殿

水藤

谷川

い籾

占
J、、、

維

栗上橋今山栗大'宮

牙ミ牙{

都都

都都都

加森古佐柴

本田川田

晃素正幸

郎一英暁子
殿殿殿殿殿

西中長牧佳小

川

桃梅上

井田

丑鉄

之治

吉、〒弩'三F

τ1ゴ
Jに、

柘中鈴

植島木

菊好忠

成蔵一男
殿殿殿殿

陽

加松

j際永

憲宣

範
殿殿

示京京京



(
見
積
金
領
金
参
万
巴

京
都
松
山
致
芳
殿

金
七
百
四
拾
八
万
六
千
四
百
参
拾
弐
円

1
ヨ
一
口

三
五
件

こ
の
発
表
は
昭
和
四
十
二
年
十
二
月
三
十
一
日
ま

で
こ
お
由
込
み
い
た
だ
い
た
分
で
、
そ
の
後
の
も
の

は
、
<
,
後
の
謡
ル
に
発
表
い
た
し
ま
す
。

お
わ
び

寄
付
者
芳
名
第
二
十
七
回
発
表
中
、
左
記
の
通
り

誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
謹
し
ん
で
訂
正
い
九
し

ま
す
。七
十
頁
上
段
「
金
壱
拾
万
円
同
志
社
岸
倉
具

実
殿
」
を
「
金
壱
拾
万
円
伺
志
社
岩
倉
具
実

殿
」
に
訂
正
。

゛

寄
付
金
集
要
項

一
、
寄
付
金
金
額
金
拾
円

ニ
、
寄
付
金
の
類

法
人
公
本
社
、
銀
行
等
)
に
お
願
い
す
る
も
の

、

0
 
金
十
万
円
以
上
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

、
、
、
、
、

、

0
 
法
人
の
寄
付
金
に
つ
い
て
は
昭
和
四
十
三
年

、
、
、
、
、
、

{
二
昂
{
八
日
ま
で
を
期
限
と
し
て
法
人
特
別

枠
寄
付
金
に
ょ
る
法
人
税
の
一
部
免
税
承
認
を

受
け
て
い
ま
す
。

0
 
一
時
払
又
は
分
割
払
で
お
願
い
し
ま
す
。

2
、
個
人
(
卒
業
生
、
父
兄
、
一
般
篤
志
家
)
に
お

願
い
す
る
も
の

0
 
一
口
金
額
を
金
五
千
円
、
金
壱
万
円
、
金
参

万
円
、
金
五
万
円
、
金
拾
万
円
、
金
参
拾
万
円

金
五
拾
万
円
、
金
百
万
円
の
八
種
と
い
た
し
ま

し
た
。
但
し
、
口
数
は
端
数
に
な
っ
て
も
結
構

で
す
。

、
、
、
、
、
、

0
 
個
人
の
寄
付
金
に
つ
い
て
も
昭
和
四
十
三
年

、
二
即
{
八
日
ま
で
を
期
限
と
し
て
所
得
税
の

一
部
免
税
承
認
を
受
け
て
い
ま
す
。

0
 
一
時
払
ま
た
は
分
割
払
で
お
願
い
し
ま
す
。

三
、
寄
付
金
払
込
方
法

◎
三

イ
、
銀
行
利
用

主
要
銀
行
の
本
支
店
で
「
同
志
社
記
念
事
業
口

座
」
へ
お
払
込
み
下
さ
い
。

ロ
、
郵
便
局
利
用

京
都
市
上
京
区
今
出
川
通
鳥
丸
東
入
同

、

1

志
社
記
念
事
業
事
務
局
、
振
替
口
座
京
都
五

二
四
三
番
へ
お
振
込
み
下
さ

2
、
現
金
書
貿
為
替
送
金
(
留
)
で
こ
送

金
願
い
ま
す
。

ハ
、
直
接
ご
持
参

同
志
社
本
部
悪
事
業
事
務
局
へ
直
接
ご
持

参
願
い
ま
す
。

寄
付
金
の
本
領
収
誓
同
志
社
記
念
事
業
事
務
局

か
ら
ど
送
付
い
た
し
ま
す
。

こ
の
募
金
に
つ
い
て
の
ど
照
会
は
左
記
あ
て
に
お

願
い
い
た
し
ま
す
.

同
志
社
記
念
事
業
事
務
局

京
都
市
上
京
区
今
出
川
通
鳥
丸
東
入

同
志
社
内

電
話
京
都
則
二
三
三
番
(
大
代
表
)

振
替
口
座
京
都
五
二
四
三
番

◎

1

1

轟

将来の生活設計に

住友の青い鳥しあわせの保険を

住友生命保険相互会社

大阪市北区中之島2-16

(京都支社京都市下京区四条河原町角)

万全のサービス網

ご信頼に応えて80年

住友海上火災

保険の相談

話でOK/

日本生命保険相互会社

京都支社

京都市下京区四条通東洞院角

T E L (241) 1111(代表)

゛ 1 ゛
、ビ1

東京

大阪

京都

(272) 2 0 5 6

(203) 0 9 8 2

(211) 0 6 0 6

好評裡に実施中

IBMによる家計診断

ライフパイロットで生活設計

興亜火災海上保険

京都支店

井生命京都支社

下京区鳥丸通綾小路下ル

TEL (代)(361) 2 1 0 1

分室下京区四條通堺町東入

山一証券ビル三階

TEL(21D5008・3985

支社 鳥丸通

Tel (361)

資料御請求下さい。

松原下ル

4331 代(第三)

あらゆる保険を扱う

同志社代理店

同志社収益事業課

TEL 211-2311 (内線)231・2鈎

-84 -




